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◇◇近畿病院図書室協議会◇◇

平成12年度第27回総会報 告

日時：平成13年３月22日（木）

午後２時１５分～４時

会場：国立京都病院講堂

総会プログラム

開会

ｌ会長挨拶

２議長・副議長・書記選出

３議案審議

ｌ）平成１２年度活動報告

２）平成12年度会計・監査報告

３）平成13年度活動方針（案）

４）平成１３年度事業計画（案）

５）平成13年度予算（案）

６）役員改選

～小憩～

７）平成13年度会長・事務局長承認

閉会

議長：市立堺病院田中

副議長：西宮市立中央病院

書 記：南大阪病院 岸 田

典子

中嶋和子

郁葉

総会員数：１１９機関

出席：２９機関

委任状：６０機関

合計：８９機関（会員の2/3以上の数をみ

たし総会成立）

議案Ｉ平成12年度活動報告

はじめに

近畿病院図書室協議会は1974年秋に設立され

て、2000年の11月でまる25年を経過した。そこ

－７７－

で、これを記念し今後の病院図書館のさらなる

充実をはかり、これからの医療に益々寄与する

ことを期して、記念行事を執り行なった。１０月

28日、創立20周年記念の時と同じ京都市国際交

流会館において、記念講演とシンポジウムをメ

インとする「創立25周年記念フォーラム」を開

催した。当日は会の内外、さらにＯＢも交えた

多くの関係者が参加し、懇親会では京都南病院

軽音楽部の生演奏が華を添えた。

そのうち、記念講演では注目の先端医療の分

野における「医の倫理」を学んだ。また、情報

のデジタル化やインターネットの普及によって

新しい局面を迎え、特に学術情報の流通におい

て課題を含む著作権を、シンポジウムのテーマ

とした。

その内容は次のとおり。記念講演：「医学と

生命倫理」加茂直樹（京都女子大学教授)。シ

ンポジウム：「病院図書館と著作権」（１）著作

権の法的側面その趣旨と目的、黒津節男（九州

芸術工科大学教授）（２）デジタル情報化時代に

おける著作権の現況、名和小太郎（関西大学教

授）（３）病院の機能と図書館への期待、中村充

男（社会保険神戸中央病院院長）（４）病院図書

室における医学情報サービスと著作権、山室員

知子（京都南病院司書）（５）医学情報の現況と

独自性、首藤佳子（星ケ丘厚生年金病院司書）

座長：粉川暗仲（国立京都病院院長)。

また、この記念行事当日、当協議会の設立に

尽力があり、その後も今日まで会のために功績

のあった５名の会員図書館員に感謝状と記念品

を贈呈した。

次に、会全体の活動運営では、それまで２万

円であった年会費を７年ぶりに３万円に引きあ

げ、役員や事業協力者の負担の軽減とともに、

新規事業の容易化を図った。その中で、会誌を
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『病院図書館」に誌名変更し、新装なって特集

｢病院図書室と利用者教育を考える」を組み、

20巻l/2号を発行した。３号では「看護部と図

書館員のかかわり」を特集し、要望の多い看護

部門への対応を考えた。また、前年から編集を

進めていた連載記事の単行本刊行化が実現し、

会誌の別冊号として「わかる医学用語」（演口

恵子著）を秋に発行した。さらに、３回にわた

る勉強会や２回の研修会開催、毎年の作成を事

業化した現行医学雑誌所在目録も例年どおり発

行した。事務局関係では事務作業量を軽減する

ため、外注化が進んだ。また、ホームページ運

営の強化を図るため編集協力者を設けることに

なった。

対外交流では、病院図書室研究会との共同事

業は従来どおり運営や作業が進められた。特に

｢認定制度」の実施においては、試験を主体と

する現実的な計画案が新たに採用された｡また、

共同運営ホームページ「フォリオ」はアクセス

件数も2001年ｌ月末には５万件を突破し、イン

ターネット関連のメジャーな書籍においても紹

介されるまでになった。しかし、秋に京都市で

開催予定であった共同事業運営会議は、病院図

書室研究会の申出により年内の開催は延期とな

った。

一方、近畿地区医学図書館協議会とは従来ど

おり連携を密にし、東海地区医学図書館協議会

には「医学雑誌総合目録1997年版』の書誌デ

ータ流用について､その意義を認めて提供した。

また、年末には京都大学大学院医学研究科から

EBMに関するワーキンググループ活動の協力

依頼があり、１月早々からは「成人慢性関節リ

ウマチ診療ガイドライン」作成に向けて、共同

作業班が編成され活動を進めている。

１－１各事業部報告

１－１－１研修部

[第７回勉強会］

日時：2000年７月27日（木）１３：００～１７：００

－７８－

場所：淀川キリスト教病院老人保健施設会議室

会費：500円

テーマ：図書の補修

講師：島原安三（株式会社伊藤伊大阪

営業所）

参加者：１９名

[第８回勉強会］

日時：2000年８月１０日（水）１３：００～１７：００

場所：阪和記念会館会議室

会費：500円

テーマ：病院図書室“初めの第一歩”

講師：研修部

参加者：８名（うち研修部３名）

[第９回勉強会］

日時：2000年８月16日（水）１３：００～１７：００

場所：済生会兵庫県病院図書室

会費：500円

テーマ：身近なパソコン利用

講師：田中文子（済生会兵庫県病院）

参加者：１２名

[近畿地区医学図書館協議会平成12年度シンポ

ジウム］

日時：2000年１１月16日（木）１３：００～１７：００

場所：天理よるづ相談所病院

（含：天理大学附属図書館見学）

参加者：８名

[第94回研修会］

日時：1996年１２月17日（火）１０：００～１７：００

場所：住友病院講堂

会費：会員1,000円非会員1,500円

プログラム

１．看護職が望む病院図書室

講師末原紀美代（大阪府立看護大学母性

看護学科）

２．病院図書館と看護大学図書館の連携一大

阪府看護図書館連絡調整会議の発足につい

て一

講師大前富美（大阪府看護大学附属図

書館）

３．国内医学文献データベースの現況



講師松下茂（㈱サンメデイア）

４．住友病院図書室紹介－住友病院図書室の

看護職へのサービスー

講師松本純子（住友病院）

参加者：３２名（うち非会員６名）

[第95回研修会］

日時：2000年３月22日（木）１０：００～１２：００

場所：国立京都病院

会費：500円

プログラム［事例・研究報告会］

ｌ・近畿病院図書室協議会受託事業［学術雑

誌総合目録］を使った雑誌所在調査1997～

2000年報告

大阪府立母子保健総合医療センター中村

雅子

２．病院図書館員認定資格に関する事業の経

過報告

星ケ丘厚生年金病院首藤佳子

３．図書室担当後一年をふりかえって－病院

機能評価：準備から受審まで－

大阪労災病院北川佳世子

４．京都大学大学院医学研究科とのＥＢＭ情

報システム・ワーキング活動一中間報告一

国立京都病院小田中徹也

座長：松阪中央総合病院森川治美

参加者：２９名

今年度は１０月28日に開催された近畿病院図書

室協議会25周年記念フォーラムに研修部として

協力することになったため、年２回の研修会、

３回の勉強会、並びに近畿地区医学図書館協議

会のシンポジウムを行った。

２回の研修会のうち、年度末の１回を例年通

り事例・研究報告会としたため、通常の研修会

は１月に行った会のみとなった。

テーマとしては、近年研究研修活動が活発に

なってきて、それに伴って利用が増加してきた

看護職へのサービスを考えてみることにした。

病院職員の半数を占める看護職へのサービスは

今後更に増加して行くと考えられるので、看護

－７９－
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教育の側面から考えたいと看護大学からの講師

を招聡した。ともすれば医学図書館へ眼が向き

がちであるが、看護大学・看護教育機関との連

携の重要性を再認識させられた。

事例・研究報告会は毎年のことながら、応募

が少なく、事例集めに苦慮しているのが実状で

あるが、今年度は当会が関係する研究活動の中

間報告など、会としての広報活動の一端を担う

ことができた。

研修会の開催数が少ない分を補う意味もあっ

て、勉強会を３回開催した。また、通常の研修

会では取り上げにくいテーマを扱ってみてはど

うかと考え、図書の補修、病院図書室の初歩、

身近で使えるパソコンなど、日頃知りたかった

テクニック、疑問・質問など、日常業務に直結

したものを選んだ。３回の勉強会を連続３週に

わたって行ったが、複数回参加者も含め、多数

の参加を得ることができた。

近畿地区医学図書館協議会平成12年度シンポ

ジウムは当会からも実行委員として参加してお

り、今年度は天理でEBMをテーマに開催された。

今回は薬学図書館との共催ということもあり、

多数の参加があった、当会からの参加は８名に

留まった。内容としては今話題のEBMについて、

初歩から司書としての関わり方まで、今後の図

書館・司書のあり方を考えることができた。

年間を通しての研修部事業の評価としては、

勉強会での新規の参加者の増加があげられる。

少人数での勉強会では身近な話題や作業を通じ

て親睦を深め、今後の担当者同士の交流につな

がったと考える。一方、研修会の開催数は少な

かったが、研修の場への参加がだんだん難しく

なってきた現状を考えると、研修会の回数を少

なくしても内容を吟味することによって会員の

研修に寄与するといったことも一つの選択肢と

して、今後の検討にゆだねたい。

また、研修会の資料は保管しているので、必

要な方は研修部に問い合わせ頂きたい。

今年度は研修部員として、大阪府立母子保健

総合医療センターの徳田雅子氏、済生会兵庫県
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病院の田中文子氏、阪和記念病院の亀井真由美

氏、南大阪病院の岸田郁葉氏の協力を得た。

研修会、勉強会開催には多方面からの助力を

頂いた。改めてご協力いただいた各位への感謝

を表明する。

研修活動では、部員数が少ないと企画実行と

もに困難な面が出てきやすい。次年度はまた、

新たな研修部体制で臨む事になるが、各会員の

積極的な研修部活動への参加を希望する。その

上で、地域に根ざした研修活動や、経験年数を

越えた幅広い支持をうけることのできるような

研修会など、いろいろな方法を検討し、よりよ

い研修活動を目指してゆきたい。

１－１－２編集部

１．活動報告

今年度は会誌19巻４号．２０巻１号～３号を発

行した。２０巻１．２号は合併号とした。配布部

数は、211部（会員１１９、講読会員70、交換７，

寄贈15）である。

主な内容、発行日は下記のとおりである。印

刷部数は各300部。

[19巻］（1999年）

４号（発行Ｈ１2.4.4.56頁）

ＥＢＭ診療行為の根拠と情報収集

森 本 剛 、 福 井 次 矢

日本におけるエビデンスに基づく医療の推

進一コクラン共同計画に注目して一

柳元和

「雑索」を知っていますか？一日本語文献

のVerifyのために－中村雅子

他

１４巻～18巻の目次

[20巻］（2000年）

１．２号合併号（発行Ｈ１2.7.31.78頁）

特集：病院図書室の利用者教育を考える

利用者教育と病院図書室今田敬子

病院図書室が目指していく「情報リテラ

シー」教育 の方向寺野康宣

北海道看護協会図書室の利用者教育

－８０－

中野禎子

医学図書館の利用者教育一現状と展望－

坪内政義

利用指導一授業と講習会の事例－

首藤佳子・加藤美紀

総会記念講演「病草紙にみられる疾患と今日

的意味」荻野篤彦

他

[別冊］（発行Ｈ１2.10.1.104頁）

「わかる医学用語」著者演口恵子

印刷部数550部

3号（発行Ｈ１2.12.13.53頁）

特集：看護部と図書館員とのかかわり

国立京都病院看護部の図書館活動

岩島貴久美

卒後２年目看護研究への支援

望月雅子・山内利津代

医学中央雑誌による看護文献検索のコツ

松田真美

電子メディアの有効利用一より早く＆適切な

情報を入手する方法設楽真理子

看護婦への統計指導田引淳子

他

４号（発行予定Ｈ１3.3月末発行予定）

近畿病院図書室協議会創立25周年記念号

〈会長挨拶〉

創立25周年を迎えて会長粉川略仲

<祝辞〉

お祝いの言葉白方誠弥

ユニークな専門家集団近畿病院図書室協議

会長門谷洋治

創立25周年を祝して茂幾周治

思い出すことども有本美津子

病院図書室から病院図書館へ前田元也

近畿病院図書室協議会創立25周年記念フォー

ラム記念講演

「医学と生命倫理」加茂直樹

特集「病院図書館と著作権」

著作権の法的側面その趣旨と目的

黒津節男



デジタル情報化時代における著作権

名和小太郎

病院の機能と図書館への期待中村充男

病院図書室における医学情報サービスと著

作 権山室員知子

医学情報の現況と独自性首藤佳子

功労賞受賞にあたって

事務局長挨拶小田中徹也

部会活動

明日の協議会を支える若手病院図書館員

歴代役員名簿（平成７年度～平成１２年）

近畿病院図書室協議会年表（1995～2000年）

協議会研修会記録

総会記念講演（第２１回～第26回）

会員業績集（1994年～2000年）

「病院図書室」総索引第１４巻～第１９巻

会則

平成12年第３回第４回幹事会報告

図書館員の掲示板

編集後記

[21巻１号］（2001年）

特集：病院図書館の可能性を探る

シリーズ掲載について：

「臨床に役立つ雑誌」

⑱産婦人科の雑誌（Vol､20.No.１．２）

⑲胸部外科の雑誌（Vol,20.No.3）

「いますぐ役立つホームページ」

⑦学会検索データベース(国内編・海外編）

（Vol､１９.No.４）

③外国雑誌オンラインジャーナル検索サイ

ト（Vol､20.No.１．２）

⑨看護関連の文献検索データベース（Vol、

２０.No.３）

「相互貸借のための便利ノート」

⑦著作権（VoLl9,No.4）

③単行本の文献（Vol､20.No.１．２）

掲載広告各社：

サンメデイア（裏表紙）：年間契約

－８１－
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ナカバヤシ（B5）：年間契約

ベルブツク（B5）：年間契約

医学中央雑誌刊行会（B5）：年間契約

厚生社（B6）：年間契約

ナウカ：（単発）１９(4)のみ

科学技術振興事業団：２０(3)より年間契約

編集会議（2000年度）：

第１回４月21日：国立京都病院

第２回５月26日：松阪中央総合病院

第３回６月23日：アソシア名古屋ターミナル

第４回１０月４日：アソシア名古屋ターミナル

第５回１１月26日：アソシア名古屋ターミナル

第６回１月20日：ナゴヤグランドホテル

第７回３月１０日：ナゴヤグランドホテル

2．総括

l）１９巻４号が約４ケ月の遅れを出し、今年度

発行となったことをお詫びしたい。この原因

として、原稿の収集および全体的作業の遅れ

が大きく影響したと反省している。昨年より

の３ケ月の遅れを取り戻すことができなかっ

たことは大変残念である｡今後の対策として、

企画の早期立案、原稿締め切り日の厳守の徹

底などが求められる。

2）企画は各号毎に編集会議にて行い、編集方

針に基づき企画発行することができた。

３）２０巻１号より会誌名を｢病院図書館」ISSN

l345-6857と改め、表紙の装丁および大幅な

レイアウトの見直しを行った。

４）２０巻１号より印刷所を従来の小西印刷所よ

り株式会社リョーイン（取次店京都営業所）

に変更した。

印刷所：名古屋市中村区岩塚町字高道ｌ番地

株式会社リヨーイン枇杷島営業所

５）投稿規定・参考文献記載規定を見直し、改

正した。参考文献の記述については、雑誌は

バンクーバースタイルを基準としたが、単行

書、電子文献については編集部にて独自に決

定した。
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６）会誌名簿のレイアウトを変更した。

７）著者への原稿依頼書を改訂し、原稿送付用

紙を新たに作成した。

８）部員の減少により作業量の負担が過剰にな

り、増員を幹事会に求めたが、進展はなく、

結局編集部員より会員へ直接勧誘を行った。

今年度３名の新部員を得ることができた。

９）部員の所在地域が広範囲に広がっているた

め、会議参加への利便性を考え、部会を名古

屋駅内のホテルを利用することとした。

３．編集方針

本年度も従来の会誌としての編集方針を継承

し、さらに病院図書館担当者の専門性を高める

ために、誌面上から貢献できる記事作りを考え

た。記事内容としては、会員による業務の事例

報告はもとより、担当者にとって必要な幅広い

知識の提供を目指している。ニューメディアの

紹介から実用にいたるまで担当者の参考となる

記事を取り上げ、事例を交えて紹介することに

努めた。

なお、「臨床に役立つ雑誌｣、「いますぐ役立

つホームページ」および「相互貸借のための便

利ノート」のシリーズ掲載を続行していく。

2001年21巻は、編集方針に基づき、誌面の充

実に努めていきたい。２１世紀病院図書館員の将

来に着目し、広範囲な分野に目を向けた記事つ

くり目指したい。１号の特集は、「病院図書館

の可能性を探る」とし、将来的構想を考えてみ

た。また、新たなシリーズとして、「What，ｓ

ＥＢＭ」を設ける。京都大学中山健夫先生によ

る病院図書館員へのEBMに関する教育的シリ

ーズをご提供いただけるものと考えている。

２号は総会・研修会特集等、３号、４号は特

集記事や各論文で編集方針を深め、ニュース記

事や会員間の情報交換のページを充実するとと

もに、関連記事（図書館、医療関係）の紹介の

充実を計る。従来の読みやすく、親しみがあり、

アクティブな誌面づくりを心がけることは継続

する。会則は２号、投稿規定は毎号掲載する。

－８２－

４．会誌「病院図書館」別冊発行について

「わかる医学用語」を「病院図書館」2000年

20巻別冊として発行した。

1991年６月会報12巻２号通巻97号より1998

年「病院図書室」１８巻４号まで連載されてきた

｢医学用語あれこれ」を別冊として編纂した。

著者演口恵子（高槻赤十字病院)。発行者

近畿病院図書室協議会。ページ数104頁。価格

1,500円。発行2000年１０月１日。会誌およびフオ

リオトークに紹介し、好評発売中。厚生社高槻

店にて店頭販売中。

５．部員（2001年３月現在）

部長：森川治美（松阪中央総合病院）

部員：大仲牧（市立岸和田市民病院）

大橋真紀子（社会保険中京病院）

香川由美子（社会保険広島市民病院）

春日井泉江（豊橋市民病院）

瀬戸嘉枝(神奈川衛生学園専門学校）

中嶋和子（西宮市立中央病院）

演口恵子（高槻赤十字病院）

協力員：前田元也

Ｉ－１－３統計調査部

[図書室統計調査報告書の発行］

ａ・調査対象期間：平成11年度

（1999年４月～2000年３月）

ｂ・調査項目：図書室管理機能、サービス機能、

統計

ｃ・作業経過：

2000.7.17．調査用紙を発送（118施設）

２０００．８．１７．回答締切日

2000.10.18．報告書の発送（120施設）

ｄ・回答施設：施設（回答率％）

ｅ・文献の相互利用一協議会全体での件数一

一申込一（82施設）

協議会会員16,197件（33.6％）

会員以外の病院1,850件（3.8％）

大学図書館14,310件（29.6％）

文献手配業者12,236件（25.3％）
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その他

上記区別なし

1,450件（３％）

2,251件（4.7％）

第２回医療マーテイング研究会（東京）

2001.1.20

[誌上発表］

(1)山室境知子（京都南病院）

シンポジウム「図普室業務のスリム化とパ

ワーアップ」

日本病院会雑誌2001；48:283-6.

(2)小田中徹也（国立京都病院）

ウェブに賊眉する怪獣や昆虫たち一怪獣

篇一

ほすぴたる・らいぶらりあん2000；２５(1)：

61-2.

(3)小田中徹也（国立京都病院）

ウェブに賊眉する怪獣や昆虫たち－昆虫

篇一

ほすぴたる・らいぶらりあん2000;25(2)

：135-7

(4)小田中徹也（国立京都病院）

館種別図書館概況「病院図書室」：近畿病

院図書室協議会

図書館年鑑2000年版ｐ､91-92．日本図書館

協会

18,731件（１００％）

合 計 48,294件（１００％）

一受付一（82施設）

協議会会員15,327件

上記以外の病院2,750件

その他257件

上記区別なし397件

（81.8％）

（14.7％）

（1.4％）

（2.1％）

－８３－

計合

【経費】191,860円

１－１－４目録編集部

「現行雑誌所在目録2000年版」の発行：「現

行雑誌所在目録1999年版」の発行に引き続き

｢現行雑誌所在目録2000年版｣を編集発行した。

参加機関は99機関。

この目録には会員機関が所蔵する2000年の国

外雑誌809誌および国内雑誌1,167誌を収録し

た。1999年版と同じく、図書室の相互貸借業務

を行っていない機関の所蔵データおよび相互貸

借受付に応じられない雑誌のデータは除外した

ものの、今年度は昨年度より参加機関数、収録

誌数ともに減少した。会員間の相互貸借業務を

円滑にすすめるために次年度は全会員からの所

蔵データーを収録したい。

この目録の発行経費は会員の年会費から捻出

し、［非売品］として会員に配布した。

１－２組織活動について

１－２－１幹事会

昨年同様、４回の幹事会を開き、会の運営に

あたった。

第１回（2000／４/27）：国立京都病院

第２回（2000／７/13）：淀川キリスト教病院

第３回（2000/１０／５）：国立京都病院

第４回（2001／ｌ/18）：淀川キリスト教病院

１－１－５会員業績

[学会発表］

(1)山室填知子（京都南病院）

医学専門情報の一般市民への公開一診療録

開示への動きと病院図書室一

第86回全国図書館大会(専門図書館分科会）

（那覇）2000.10.25-27

(2)山室輿知子（京都南病院）

患者と地域の人々への医学情報の提供一病

院図書室の役割一

１－２－２役員会

平成13年２月１５日、国立京都病院において開

催し、今年度の活動・事業報告、会計報告、来

年度の活動方針案、事業計画案、予算案を第２７

回総会議案書草案に沿って検討した。なお、こ

の会議では司会を予定していた会長は挨拶をさ

れたものの、急用のため中座され、事務局長が
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代わって議事進行役を務めた。

次に、来年度の会長については、粉川現会長

は今年３月末をもって退職のため、中村充男社

会保険神戸中央病院院長が選出され、事務局長

については小田中徹也（国立京都病院司書）が

再選され、それぞれ総会に諮ることになった。

１－２－３会員の状況

会員数：119機関（平成13年２月現在）

（近畿外３９機関、病院外８機関）

異動：入会；ｌ機関

京都民医連第二中央病院（京都）

退会；４機関

西陣病院（京都)、田中外科病院（大阪）

健生病院（青森)、行岡保健衛生学園（大阪）

１－２－４対外交流

日本医学図書館協会の第７１回総会（2000/5／

l8-l9秋田）へは、事務局長がオブザーバーと

して出席し、役員や会員との交流を図った･ま

た、６月には東海地区医学図書館協議会へ総合

目録1997年版の書誌データを受け渡した。

近畿地区医学図書館協議会の例会では、第７６

回例会（2000/4/２８北野病院）へ事務局長が出

席した。第77回例会（2000/１１/9滋賀医科大学）

へは事務局長と幹事の山室填知子が出席した。

さらに、近畿地区地区医学図書館協議会平成１２

年度シンポジウム（11/１６天理よるづ相談所病

院・天理大学図書館）ではその実行委員として

研修担当幹事の黒佐孝太郎が従来どおり加わ

り、当日の参加者も８名あった。

今年度の日本病院会第23回全国図書研究会

(200010/20-21束京）の後援名義の使用につい

ても例年どおり協力した。

対外交流のうち、特に病院図書室研究会との

共同事業については「はじめに」で、また次項

の「共同事業」でも詳しく述べた。この他、各

地区ネットワークとの交流では主にそれぞれの

会誌や機関紙の交換を通じ、交流している。

対外交流の中で、これまでになかった新しい

－８４－

動きが年末に生じた。それは、京都大学大学院

医学研究科からの「EBM指向診療ガイドライ

ン策定にあたっての医学文献の検索分析合同作

業班活動」の協力依頼である。ＥＢＭの臨床の

場への普及・浸透を考える上でも、病院図書館

員の果たす役割に鑑み組織的に協力することに

なり、現在、精力的に作業を進めている。今後、

この活動が病院図書館員にとって実践的に

EBMを学び訓練する場として発展していくこ

とが期待される。

１－２－５共同事業

病院図書室研究会との共同事業については、

７月８日に聖路加国際病院において第７回共同

事業運営会議が開催された。事務局長の小田中

徹也、２つの共同事業のそれぞれの病図協側責

任者の首藤佳子（星ケ丘厚生年金病院）と須井

麻由美（三菱京都病院）の３名が出席した。こ

の後、共同事業そのものの運営や作業は継続さ

れたが、１１月に京都市で開催予定となっていた

第８回共同事業運営会議は延期となった。この

間の経過について、幹事会では次の報告事項に

示すような検討を行った。

●第２回幹事会（7/１３）における事務局長の第

７回共同事業運営会議報告

共同事業運営会議の性格や位置付け、参加構

成員について、次のことを再確認した。共同事

業運営会議は現在取り組んでいる二つの事業を

実施、運営するための実務会議的性格のもので

あり、両会が報告を受けて、これを承認の上、

事業を進めていく。したがって､実際に事業に携

わる者が会議の中心的参加者となる。現在のと

ころ､フォリオでは須井麻由美と奥出麻里｡認定

制度では首藤佳子と河合富士美、の両会からの

事業責任者および両会の統括責任者である小田

中徹也と直江理子（会長代行)。また、各事業担

当者も会議に参加するよう配慮し、両会の役員

も経費の許すかぎりオブザーバーとして参加を

促す。「会議構成メンバー」の名称は廃止する。



フォリオのチームメンバーに交代があり、長

谷川湧子（NTT関東）と下原康子（東邦佐倉）

が降りて、及川はるみ（聖路加）が新たにメン

バーとなった。また、フォリオ内の非公開掲示

板のパスワード配布範囲については、それぞれ

作業用のウェブ掲示板であることから、フォリ

オ・チームメンバーと認定委員および病図研会

長（代行も含む）と病図協事務局長に限ること

とした。なお、パスワードはウェブマスターが

各当該者に直接通知することとした。

認定制度については、病図協が今年始めに提

案した「試験」を主体とする実施案が再確認さ

れた。具体的な内容と実施要綱については認定

委員会で作業を進め、今年の秋までにまとめる

ことにした。（当会議報告書は、今年度世話人

の病図研会長から後日、報告予定｡）

●第３回幹事会（１０/5）における「第７回共同

事業運営会議報告書」についての検討結果

その後の８月始め、今年度世話人から「第７

回共同事業運営会議報告書」として病図協に提

出された報告について幹事会で検討した結果、

会誌への掲載可否も含め次の結論となり、平成

12年１０月１０日、直江理子会長代行を通じて病院

図書室研究会へ報告した。

今年度の世話人がまとめた当報告書について

は、病図協の会誌にはこれを「報告書」として

掲載せず、次のような経過報告だけを掲載する

ことになった。

第３回幹事会において「第７回共同事業運営

会議報告書」が事務局長より紹介され、経過説

明があった。その結果、不穏当な表現を含んだ

内容および関係者の事情説明やこの報告書に対

するその後の病図研内の動向を基に判断して、

正当な会議報告書とは認められない。したがっ

て、次回の共同事業運営会議においてこの報告

書に対する病図研側の考えを聞き、納得のいく

報告書を再作成してもらう。それに同意を得ら

れない場合は、両会の共同事業については再考

する。との結論になった。
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●第４回幹事会（2001/l/１８）における病図研

回答に対する検討結果

「第７回共同事業運営会議報告書」の取り扱

いに関する平成１２年10月26日の病院図書室研究

会の回答、および平成１３年１月16日に認定委員

会から提案された科研費申請について検討した

結果、次のような結論になった。

「第７回共同事業運営会議報告書」について

は、病図協の要望に対する病図研役員会の意向

を踏まえ、昨年11月末に予定していた次回共同

事業運営会議において、両者間で話し合うこと

を要望していた。その意味で、この件に関する

病図研の回答は（報告書を訂正できないという

ことと運営会議の一方的延期通告の）２点にお

いて、病図協の要望に沿った結果ではない。

しかしながら、共同事業の意義に鑑みて、早

急に従来どおりの共同事業運営会議を開いて両

者間で合意点を探り当て、その上で、共同事業

をこれまでどおり継続していくことを望む。

病図協として共同事業を来年度も継続するた

めには、来る３月22日の今年度総会において事

業計画として総会承認を得なければならず、遅

くともこの日までには第８回共同事業運営会議

を開きたい。これに理解と同意を得られない場

合は、病図研には共同事業継続の意思は実質な

いものと認めざるを得ない。

病院図書館員認定委員会から提案された厚生

省の科研費申請については、共同事業の一環と

して申請することを了承する。

－８５－

この結果を平成１３年１月19日、病院図書室研

究会へ報告したが、２月15日現在、病院図書室

研究会からの回答はなく、その回答待ちの状態

である。病図研の次回役員会の日程については

不明であるが、少なくとも２月中には開かれる

ものと推測される。その結果によっては、年度

内に第８回共同事業運営会議が開かれることに

なり、そこでの話し合いの結果を踏まえた上で、

来年度の共同事業について継続か否かを判断し

たい。



単位円

平成１２年度会計監蚕
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議案Ⅱ平成１２年度会計・監査報告

(収入の部） 単位円

(支出の部）

－８６－

血税ヤロ

上配決算については.会肝監査を侭了しました．

平成13年３月13日

燭
欝

由
紀

真
真

井
井

亀
高

議案Ⅲ平成１３年度活動方針

今年度、創立25周年記念行事を無事終えた当

協議会は、「IT革命」といわれる情報環境の大

きな変化の中で、来年度からは次の四半世紀に

入る。病院図書館は医療における生命科学情報

部門の重要な担い手として、その充実と発展が

求められていると認識する必要があるだろう。

そこで、先ず病院図書館にとって多くの課題

を含む「著作権」については、デジタル情報化

の中で益々複雑化すると共に重要性を増してい

る。当協議会としては今年度の「25周年記念フ

ォーラム」におけるシンポジウムを出発点に、

今後も会員への啓蒙活動とともに関係機関への

要望活動も試みたい。

費目 予算額 決算額 摘要

前年度紐越金

会費

事桑収入

会酷鯛銃会

日

研修会費

25周年記念

フォーラム

その他

広告掲載料

その他

L501

3△7004000

825凸000

420,000

55,000

350,000

220J0００

1』5ｍ△992

3‘4mLOOO

794』079

402.000

64,500

279,000

48,579

135LOOO

』

Ｈ１２×112＝3,360,000

Ｈ１１×２＝4０，０００

入会金×１＝10‘０００

Ｈ１１×４＝24,000

Ｈ１２×63＝378,000

第９３．９４回研修会参加費

第７．８．９回勉強会参加費

会費．懇親会費．配念グッズ代

銀行利息,会酷・「わかる医学用踊」
売上げ（送料含む）

ナカバヤシ．他

合計 鰹46Ｊ992 5凸84LOZ1

収入 金額 支出 金観

前年度埠鐘金

会費

事菓収入

全壁固唾今回

研修会貸

25周年配念ﾌｫー ﾗﾑ

その他

広告掲蚊料

その他

1.501.992

３．４１００００

７９４０７９

唖
知
血
邪

２
４
９
ａ

⑩
６
訂
４

１３５，００

Ｑ

総会興

亭務費

通回日

交通固

事襲貸

会跡発行畳

研修会便

25周年配念事集費

現行鞄陸所客同妃

その他の事案

共同事集関連口

資料興

全唾昼

鞄賛

翌年度幽睡金

89.740

６４．８９６

４２８３０

407△40⑪

4.289.917

2.259.147

107.565

1.093.036

508,074

”2-095

269-18⑪

74-634

86-841

19-701

495.932

合計 5.841.071 童-8ｔ 5β41.071
費目 予算額 決算額 差引畑△減 摘要

緯会費

事務費

通侭費

交通費

事桑費

会詫発行費

研修会日

25周年妃念

車桑費

現行雑誌所

在目録

その他事桑

共同事典関連日

資料画

会膿費

予備費

雑費

皿
唖
皿

》

１
一
１
１

》

》

４
－

》
》

皿

皿

切
一

》
岬

》
》

5ｑ992

89240

644896

42△830

40ZＪ００

4△289L917

2259△147

10Z565

LO93P36

508p74

322p95

269△180

74J634

86△841

且

1ａ701

印
“
一

理
蕊
瓦
唖
二194917

2404853

92435

二393△036

二38β7４

77ざ905

30.820

75も366

213J59

300POO

37△291

還挙・鰻案画質用

特別餌師朋礼・交通画

封筒印周賢

銀行手数料．他

車務局．各団会連絡．会

目宛通侭費

幹駆会・各団会．他

会酷１８(4)．１９(1ﾉ2,3）
印刷質・発送賃

｢わかる医学用閣｣作成口

第93回。94回研修会

国際交流会館会埋興，恕

親会凹．他

現行雄勝所在目録作成

質．発送費

統計鯛査報告香作成費．

レンタルサーバー代．他

交通費，他

Bu1IMedLibAssoc賜既料

朝日新聞の用隠の手引き

｢情軽の科学と技術｣閉腿料

会唱費，他

JMLA縫会参加費．他

合計 62464992 5△345J3９ 901β5３



また、臨床医学の分野で近年注目されている

EvidenceBasedMedicine（EBM）については、

図書館員の関与する部分が大きく、高い専門性

も要求される側面を持っている。これについて

も京都大学関係をはじめとするＥＢＭの専門家

との提携を深め、ワーキンググループ活動、研

修会プログラム、会誌上での啓蒙記事などによ

って、病院図書館員への普及を図っていきた

い。

次に、従来からの継続事業については、来年

度も医学文献情報活動、教育研修活動、出版広

報活動、年次統計調査を実施していきたい。こ

の中で、1997年版以来の改訂となる「医学雑誌

総合目録」の改訂作業の着手に各会員の格別の

協力をお願いしたい。

病院図書室研究会との共同事業については、

現在流動的な要素もあるが、共同運営ホームペ

ージ「フォリオ」によるインターネットの活用

促進と、認定制度の実施による病院図書館員の

専門性を定着させたい。

なお、財政的な側面では、来年度は若干の余

裕が予測される。そこで、幹事あるいは事業部

員の協議会活動において事務作業的側面で外注

できるものは、さらに外注（アウトソーシング）

することによって負担軽減を図り、事業活動へ

の参加を容易にしていきたい。

議案Ⅳ平成13年度事業計画

１．医学文献情報活動

「医学雑誌総合目録」2002年版の発行準備

「現行雑誌所在目録2001年版」の発行

総合目録データベース（Lettura）の活用

２．教育研修活動

研修会・勉強会の開催

関連団体の研究研修会への案内と参加奨励

３．出版広報活動

会誌「病院図書館」の季刊発行

ホームページの継続と内容更新

－８７－
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協議会の事業活動紹介の小冊子発行

4．年次統計等の調査活動

年次統計と相互貸借の調査

５．共同事業

病院図書室研究会との共同運営ホームページ

「フオリオ」の継続および病院図書館員認定

制度の実施（交渉中）

京都大学大学院医学研究科との「EBM情報

システム・ワーキンググループ」活動

平成13年度事業計画（補足）

｢５．共同事業」について

病院図書室研究会（病図研）と交渉中であっ

た共同事業については、本来、平成12年11月に

開催予定であった第８回共同事業運営会議を遅

くとも今年３月22日の総会までには開催したい

ことについて、１月１９日に病図研に要望してい

た。その後、３月13日になって開催日不明の役

員会決定とする回答があった。

その内容は、過去３年間継続し現在も進行中

の二つの具体的な共同事業を続けるにあたって

は、「基本的事項の両会での作成と両会役員会

での確認、合意を進めたい。こののち改めて共

同運営会議を開催することとしたい｡」とのこ

とであった。また、そのためには先ず「首脳部

で話し合いを持つことも考慮する｡」との意向

が示された。さらに、共同事業の一環としての

平成13年度の科研費申請については、「共同事

業が今後も継続することを両会役員会で合意

後、検討する」とのことで、今回は実質、了承

されなかった。

この回答を受け、次の点と方針について幹事

および共同事業関係者に確認を求めたところ了

解されたので、３月１６日、この結果を病図研に

伝えた。

ｌ）日程的に実現不可能な提案が示され、当協

議会幹事会の要望が全く理解されなかったこ

と。２）すでに事業化され運営や作業が進んで

いる事柄について、その事業の当事者や関係者

を抜きにしての「首脳部」だけによる交渉が提



平成１３年度

第十二代会長中村充男

（社会保険神戸中央病院院長）

事務局長小田中徹也

（国立京都病院図書室司書）

案されたこと。３）科研費申請に関する判断に

みられるように、病図研の共同事業継続の意思

について信頼性に欠けること。

その結果、病図研との共同事業を来年度の事

業計画案として総会へ上程することは見送らざ

るを得ないこと。また、現在運営されている共

同事業については扱いを保留とし、４月中に開

催予定の来年度の第１回幹事会において共同事

業に携わる関係者の出席も求め、最終的にその

取り扱いを決めること◎病図研においてこの決

定に何か意向があれば、それまでに伝えてもら

うこと。以上の結論になった。

したがって、議案Ｖ、平成１３年度予算案にお

いて計上されている「共同事業関連費」につい

ては、来年度はそのまま「対外協力活動費」と

して計上し、日本医学図書館協会およびその地

区協議会あるいは京都大学大学院医学研究科な

どとの幅広い対外協力活動や、関連団体や機関

への様々な働きかけに要する費用に充てたい。

議案Ⅵ役員改選

平成１２年度選挙管理委員

星ケ丘厚生年金病院首藤佳子

西宮市立中央病院中嶋和子

平成１３年度役員

幹事

松本純子（住友病院）

山崎捷子（淀川キリスト教病院）

山室填知子（京都南病院）

林伴子（社会保険神戸中央病院）

森川治美（松阪中央総合病院）

神田智香子（宇治徳洲会病院）

会計監査

田中文子（済生会兵庫県病院）

黒佐孝太郎（奈良社会保険病院）

議題Ⅶ平成１３年度会長事務局長承認
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議案Ｖ平成13年度予算

(収入の部）（支出の部） 単位円

－８８－

費目 金額 摘要

蕊会費

車務費

通侭費

交通費

事業画

会酷発行費

研修会費

現行雑酷所

在目録

その他事業

共同事桑関連

質

資料賛

会鰻費

予償費

雑費

5qOOO

淵
450POO

岬
州
姻
祁
州
姻
唖
岬
》
》

選挙口用．鴎妻召口用

特別固閏囲礼・交通費

封飼印劇、年賀状印刷

他

車務局・各邸会遭鶴二

会員通知．他

役貝会．幹事会．各餌

会．ＪＭＬＡ近哩燈区例

会．他

会馳20(4),21(１４)。
送料．執箪料

定例研修会２回・享例

報告会・勉鐘会

印国費．発送費

12年度年次妓叶鮒告

インターネット間適

費、小冊子作成費

蝋酷縫合目卸準働費

交通費，他

聡館剛既料（２鴎)．他

会坦費．他

慶弔費．接遇ロ

合計 a346J932

費目 金額

前年度挫越全

会費

平成13年度

＠30000×119

平成12年度

未納

＠30000×７

駆桑収入

会酷鯛眠会

費

平成13年度

＠6000×７０

平成12年度

未納

＠6000×３

研修会費

定例研修会

＠1000×30×２

事例報告会

＠500×３５

勉強令

＠500×１５

その他

その他

広告掲蝕料

3;謡

l淵

85,000

274pOO

合 尉 5△346△932


	名称未設定

